
別紙様式１ （高）  

平 成 ２ ７ 年 度  学 校 経 営 計 画 表  

１  学 校 の 現 況  

 

学 校 番 号  ２  学 校 名  茨 城 県 立 高 萩 清 松 高 等 学 校  課  程  全  日  制  学 校 長 名  宮  内  教  男  

教 頭 名  岡  崎  健  一  蛭  田  清  孝   事 務（ 室 ）長 名  松  本   隆  

教 職 員 数  教 諭  4 1  
養 護  

教 諭  
1  

常 勤  

講 師  
 8  

非 常 勤  

講 師  
1 0  実 習 教 諭 ， 実 習 講 師 ， 実 習 助 手  4  

 

事 務 職 員  

 

3  技 術 職 員 等  3  

 

計  

 

 

7 4  

 

 

生 徒 数  

 

小 学 科  
１ 年 次  ２ 年 次  ３ 年 次  ４  年  次  合     計  合 計 ク ラ ス 数  

男  女  男  女  男  女  男  女  男  女  １ ５ ク ラ ス  

総 合 学 科  8 5  1 0 2  8 9  1 0 3  8 2  1 0 1  0  0  2 5 6  3 0 6  （ 56 2名 ）  

 

２  目 指 す 学 校 像  

       

 ◎ 自 主 ・ 自 立 の 精 神 を 培 い ， 自 ら の 未 来 を 拓 く 力 を 育 て ， 個 性 に 満 ち た 心 豊 か な 人 間 性 を 持 つ 人 材 を 育 成 す る 。    

 

  (1)  生 徒 の 実 態 を 把 握 し ， わ か る 授 業 の 実 施 に 努 め ， 基 礎 学 力 の 養 成 を 図 る 学 校  

  (2)  自 ら 学 び ， 自 ら 考 え る 学 習 を 進 め る こ と に よ り 個 性 の 伸 長 を 図 り ， 学 ぶ 意 欲 を 高 め る 学 校  

  (3)  多 様 な 個 性 に 対 応 す る 進 路 指 導 の 充 実 を 図 り ， 一 人 ひ と り の 進 路 目 標 の 実 現 を 図 る 学 校  

  (4)  生 徒 の 健 康 の 保 持 増 進 及 び 安 全 な 生 活 の 維 持 向 上 を 図 る 学 校  

  (5)  部 活 動 等 を 通 し て ， 社 会 性 を 備 え た 人 間 関 係 を 経 験 さ せ ， 相 互 に 尊 重 し あ う 心 を 育 て る 学 校  

  (6)  家 庭 ・ 地 域 社 会 と 連 携 ・ 交 流 を 深 め ， 開 か れ た 学 校 づ く り に 努 め ， 健 全 で 心 豊 か な 生 徒 を 育 成 す る 学 校   

 

３  現 状 分 析 と 課 題 （ 数 量 的 な 分 析 を 含 む 。 ）  

 

  項   目        現   状   分   析                    課            題  

  学 習 指 導  

 

 

 

 

①  将 来 に 対 し て 明 確 な 目 的 意 識 を 持 つ 生

徒 が 尐 な い 。  

②  生 徒 一 人 ひ と り に 学 力 差 が あ り ， 教  

科 に よ る 学 力 の 偏 り も 見 ら れ る 。  

③  家 庭 で の 学 習 時 間 が 不 足 し て い る 。  

ア  丁 寧 で ，わ か る 授 業 を 展 開 す る た め に ，十 分 な 授 業 時 間 を 確 保 す る と と も に ，指 導 内 容

を 精 選 し ， ど の よ う に 工 夫 改 善 し て 展 開 す る か 。  

イ  基 礎 ・ 基 本 を 確 実 に 定 着 さ せ る た め に 設 定 し た 10 分 間 学 習 時 間 や 授 業 ， 課 外 指 導 に お

い て 補 助 教 材 や プ リ ン ト ・ ド リ ル 等 を ど の よ う に 活 用 す る か 。  

ウ  家 庭 で の 学 習 習 慣 を 身 に つ け さ せ る た め ，宿 題 や 課 題 を ど の よ う に 与 え 期 限 ま で に 提 出

さ せ る か 。  

  進 路 指 導  

  

 

 

 

 

①  目 的 意 識 を 持 ち ， 意 欲 の あ る 生 徒 の  

自 己 実 現 を 図 ら な け れ ば い け な い 。  

②  社 会 人 と し て 必 要 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ  

 ョ ン 能 力 や マ ナ ー が 欠 如 し て い る 。  

③  卒 業 時 を 見 通 し た １ ， ２ 年 次 の 進 路  

指 導 が 不 十 分 で あ る 。  

ア  目 的 意 識 を し っ か り 持 た せ 生 徒 の 能 力 を 伸 ば す た め の 発 展 的 学 習 内 容 や 課 外 授 業 を ど

の よ う に 充 実 さ せ る か 。  

イ  自 分 の 能 力 と 適 性 を 知 り ，将 来 の 進 路 に 早 く 関 心 を 持 た せ る た め ，効 果 的 な 面 接 や 進 路

指 導 ・ 体 験 学 習 ・ 授 業 「 産 業 社 会 と 人 間 」 等 を ど の よ う に 関 連 づ け て 実 施 す る か 。  

ウ  勤 労 の 意 義 や 重 要 性 に つ い て ， 意 識 を ど の よ う に 高 揚 さ せ る か 。  

エ  四 年 制 大 学 へ の 合 格 者 と 系 列 に お け る 資 格 取 得 者 の 増 を 継 続 的 に 目 指 す 。  



  生 徒 指 導  

 

 

 

 

 

 

②  元 気 よ く 挨 拶 の で き る 生 徒 が 尐 な い 。  

②  服 装 ・ 髪 型 等 の 乱 れ は 改 善 さ れ つ つ あ

る が ， 皆 無 と は 言 え な い 。  

③  自 ら 考 え る 姿 勢 や 学 ぶ 意 欲 の 低 い 生 徒

が 多 い 。  

④  保 護 者 と 共 に 指 導 す る 体 制 が 十 分 で は

 な い 。  

ア  理 由 の は っ き り し な い 欠 席 ・ 遅 刻 ・ 早 退 を で き る 限 り 減 ら す 方 策 を 考 え る 。  

イ  高 校 生 活 へ の 適 応 指 導 や 生 徒 面 接 を ど の よ う に 充 実 さ せ る か 。  

ウ  全 教 職 員 協 働 で ，挨 拶・礼 儀・服 装・髪 型・ピ ア ス の 禁 止 等 の 指 導 を 徹 底 さ せ る に は ど

の よ う に し た ら よ い か 。  

エ  生 徒 理 解 を 深 め る 個 人 面 談 ，保 護 者 へ の 連 絡 や 依 頼 ，保 護 者 と の 連 携 し た 指 導 に は ，ど

の よ う な 方 策 が 効 果 的 か 。  

オ  公 共 マ ナ ー へ の 意 識 を 高 め る た め の 方 策 は 何 か 。  

カ  １ 年 次 生 を 学 校 生 活 に 適 応 さ せ る 方 策 は 何 か 。  

  特 別 活 動  

 

 

①  Ｈ Ｒ 活 動 や 部 活 動 の 自 主 的 ・ 自 発 的  

な 参 加 が 不 十 分 で あ る 。  

②  学 校 全 体 の 活 気 が 更 に 欲 し い 。  

ア  ホ ー ム ル ー ム 活 動 や 学 校 行 事 ，生 徒 会 活 動 ，部 活 動 へ 積 極 的 に 参 加 さ せ る に は ど の よ う

に し た ら よ い か 。  

イ  学 校 行 事 の 効 果 的 運 用 を 図 り ，集 団 の 一 員 と し て の 所 属 感 を 育 て る に は ど の よ う に し た

ら よ い か 。  

ウ  ホ ー ム ル ー ム や 委 員 会 ，生 徒 会 の 役 員 な ど に つ い て ，リ ー ダ ー と し て の 資 質 を ど の よ う

に し て 高 め る か 。  

保 護 者 ， 中

学 校 と の 関

わ り  

①  Ｐ Ｔ Ａ 活 動 へ の 保 護 者 の 参 加 が 十 分 と

は 言 え な い 。  

②  中 学 生 や そ の 関 係 者 が 総 合 学 科 の 内 容

を よ く 理 解 し て い な い 。  

ア  Ｐ Ｔ Ａ の 活 動 お よ び 学 校 の 保 護 者 向 け 懇 談 会 へ 積 極 的 に 参 加 さ せ る に は ど の よ う な 方

策 が あ る か 。  

イ  支 部 活 動 の 活 性 化 を 図 る た め に は ， ど の よ う な 興 味 づ け を し た ら よ い か 。  

ウ  中 学 校 へ 総 合 学 科 の 内 容 や 本 校 の 活 動 方 針 を 伝 え ，理 解 し て も ら う に は ど の よ う に す る

べ き か 。  

                                                                                                              

４  中 期 的 目 標  

 

(1) 授 業 時 間 を 確 保 し ， わ か る 授 業 の 実 践 に 努 め ， 自 ら 学 び ， 自 ら 考 え る 学 習 を 促 す た め の 基 礎 学 力 の 向 上 を 図 る 。  

(2) 「 我 慢 す る 心 」 を は じ め ， 心 の 教 育 の 充 実 を 図 る と と も に ， 職 場 体 験 や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 通 し て マ ナ ー 教 育 に 取 り 組 む 。  

(3) 生 徒 の 多 様 な 進 路 希 望 の 実 現 を 図 る た め に ， ３ 年 間 を 見 通 し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 育 て ， 個 人 面 談 ・ 進 路 ガ イ ダ ン ス ・ 体 験 学 習 等 の 進 路

指 導 を 充 実 す る 。  

(4) 生 徒 ， 保 護 者 ， 地 域 社 会 へ の 情 報 を 発 信 し ， 「 地 域 の 中 の 高 等 学 校 」 と し て 開 か れ た 学 校 づ く り に 努 め る 。  

 

５  本 年 度 の 重 点 目 標  

 

     重   点   項   目             重     点     目     標                                 

(１ )基 本 的 な 生 活 習 慣 の 確 立  

 

ア  規 則 正 し い 生 活 習 慣 お よ び 社 会 的 ル ー ル や 社 会 生 活 に 必 要 な マ ナ ー を 身 に つ け さ せ る 。  

イ  元 気 よ く 挨 拶 し ， 礼 儀 正 し く ， 約 束 を 守 る ， 誠 実 な 生 徒 づ く り に 努 め る 。  

ウ  制 服 を 正 し く 着 用 さ せ る 等 ， 身 だ し な み を 整 え さ せ ， 地 域 か ら 信 頼 さ れ る 学 校 づ く り を 目 指 す 。  

(２ ) 基 礎 学 力 の 定 着 と 進 路 希 望 の 実 現  

 

ア  大 学 や 専 門 学 校 へ の 進 学 や 就 職 に 必 要 な 基 礎 学 力 の 定 着 ，資 格 取 得 に 力 を 入 れ る 。ま た ，学 力 増 進 を 希

望 す る 生 徒 へ の 課 外 指 導 を 実 施 し ， 実 力 養 成 に 努 め る 。  

イ  家 庭 で の 学 習 習 慣 を 身 に つ け さ せ る た め に ， 課 題 を 課 し ， 提 出 物 の 期 限 厳 守 を 徹 底 さ せ る 。  

ウ  授 業「 産 業 社 会 と 人 間 」を 活 用 し ，１ 年 次 か ら キ ャ リ ア 教 育 を 徹 底 さ せ ，進 路 目 標 を 決 定 し ，高 校 生 活

を 充 実 さ せ る 。  

エ  ３ 年 間 を 見 通 し て ， 聞 く 力 ， 表 現 す る 力 ， メ モ を と る な ど の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 育 成 す る 。  



(３ )特 別 活 動 の 活 性 化  

 

  

ア  部 活 動 へ 積 極 的 に 参 加 さ せ ， 主 体 的 な 活 動 で 個 性 を 伸 ば し ， さ ら に 充 実 し た 学 校 生 活 を 送 ら せ る 。  

イ  学 校 行 事 へ の 積 極 的・意 欲 的 な 参 加 を 促 す と と も に ，ホ ー ム ル ー ム 活 動 ，生 徒 会 活 動 等 を 充 実 さ せ ，達

成 感 を 味 わ わ せ 連 帯 意 識 を 培 う 。  

(４ )心 の 教 育 の 充 実  

 

 

ア  心 の 教 育 ， 「 道 徳 」 を 推 進 し ， 他 人 を 傷 つ け ず ， 思 い や る 心 を 育 成 す る 。  

イ  生 徒 一 人 ひ と り を 把 握 し て 個 に 応 じ た き め 細 か な 指 導 に 努 め る 。  

ウ  職 場 体 験 や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 通 し て ， 「 我 慢 す る 心 」 や 地 味 で 地 道 な 作 業 の 大 切 さ を 学 ば せ る 。  

 


